
に
し

ひ
ら

も
り

た
か

日
本
学
士
院

エ
ジ
ン
バ
ラ
公
賞

受
賞
者

西

平

守

孝

専
攻
学
科
目

動
物
生
態
学
・
サ
ン
ゴ
礁
生
態
学

生

年

月

昭
和
一
四
年

九
月

略

歴

昭
和
三
七
年

三
月

琉
球
大
学
理
工
学
部
生
物
学
科
卒
業

同

四
二
年

三
月

東
北
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同

四
二
年

三
月

理
学
博
士

同

四
六
年
一
〇
月

東
北
大
学
理
学
部
助
教
授

同

四
六
年
一
一
月

琉
球
大
学
理
工
学
部
助
教
授

同

五
三
年
一
〇
月

京
都
大
学
理
学
部
助
教
授

同

五
七
年

四
月

琉
球
大
学
理
学
部
教
授

平
成

三
年

四
月

東
北
大
学
理
学
部
教
授

同

一
三
年

四
月

東
北
大
学
大
学
院
生
命
科
学
研
究
科
教
授

同

一
五
年

四
月

東
北
大
学
名
誉
教
授

同

一
五
年

四
月

名
桜
大
学
国
際
学
部
教
授

同

一
七
年

四
月

名
桜
大
学
総
合
研
究
所
長
（
平
成
二
〇
年
三
月
ま
で
）

同

二
一
年

四
月

名
桜
大
学
名
誉
教
授

同

二
一
年

四
月

名
桜
大
学
客
員
教
授
（
現
在
に
至
る
）

同

二
一
年

四
月

（
財
）
海
洋
博
覧
会
記
念
公
園
管
理
財
団
参
与
（
現
在
に
至
る
）

一
二



理
学
博
士
西
平
守
孝
氏
の
「
沖
縄
を
中
心
と
し

た
我
が
国
の
サ
ン
ゴ
礁
の
形
成
と
保
全
の
研
究
」

に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

西
平
守
孝
氏
は
、
ま
ず
海
藻
類
の
葉
状
体
上
に
生
活
す
る
ヒ
ド
ロ
虫
類
の
生

活
史
や
海
藻
と
ヒ
ド
ロ
虫
の
種
間
関
係
に
関
す
る
詳
細
な
研
究
を
行
い
、
生
活

史
を
通
し
て
の
両
者
の
見
事
な
同
調
が
ヒ
ド
ロ
虫
の
存
続
に
重
要
な
要
因
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
、
国
際
生
物
学
事
業
計
画
（IB

P

）
に
関
わ

り
、
日
本
各
地
の
主
要
山
塊
に
お
け
る
動
物
群
集
調
査
や
島
に
お
け
る
シ
カ
の

吸
血
ダ
ニ
類
の
生
態
研
究
な
ど
を
行
い
、
島
嶼
生
態
系
構
成
種
の
具
体
的
な
種

間
相
互
作
用
の
総
合
的
把
握
か
ら
、
生
物
群
集
の
保
護
に
関
す
る
先
駆
的
研
究

の
一
翼
を
担
っ
た
。
続
い
て
、
一
九
七
〇
年
代
以
来
、
沖
縄
県
下
の
沿
岸
各
地

の
海
岸
環
境
の
現
状
を
克
明
な
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
、
自
然
保
護
活
動

で
は
陸
地
と
海
を
不
可
分
一
体
と
し
て
扱
う
こ
と
の
重
要
性
を
示
し
た
。
ま

た
、
共
同
研
究
者
と
と
も
に
行
っ
た
詳
細
な
潜
水
観
察
に
よ
っ
て
、
琉
球
列
島

か
ら
本
州
中
部
に
至
る
主
要
地
点
の
造
礁
サ
ン
ゴ
相
を
解
明
し
、
日
本
の
造
礁

サ
ン
ゴ
類
の
図
鑑
を
作
製
す
る
な
ど
、
サ
ン
ゴ
礁
の
研
究
や
保
全
に
大
き
な
基

礎
を
築
い
た
。
研
究
姿
勢
は
一
貫
し
た
現
場
主
義
で
、
近
年
の
生
物
の
現
場
か

ら
乖
離
し
た
生
物
学
の
中
で
は
、
特
徴
的
で
あ
る
。

も
っ
と
も
主
要
な
業
績
は
、
上
記
の
研
究
を
基
礎
に
行
わ
れ
た
以
下
の
二
研

究
で
あ
る
。

１
�「
棲
み
込
み
共
生
連
鎖
」
の
発
見
と
そ
の
展
開

西
平
氏
は
、
国
内
外
に
お
け
る
サ
ン
ゴ
礁
生
物
群
集
を
主
た
る
対
象
に
し
た

精
力
的
な
研
究
に
基
づ
き
、「
棲
み
込
み
共
生
」
と
「
棲
み
込
み
連
鎖
」
の
概
念

を
提
唱
し
た
。「
棲
み
込
み
連
鎖
」
と
は
、
生
物
が
そ
の
存
在
や
活
動
に
よ
っ
て

棲
み
場
を
「
提
供
・
創
出
・
条
件
付
け
」
の
三
過
程
を
通
し
て
作
り
上
げ
、
そ

の
棲
み
場
に
ま
た
他
の
生
物
が
棲
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
共
存
が
次
々
と
促
進
さ

れ
る
種
間
関
係
の
連
鎖
を
指
す
。
サ
ン
ゴ
礁
の
高
い
生
物
多
様
性
は
、
生
物
に

よ
る
「
棲
み
場
形
成
」
と
「
棲
み
込
み
連
鎖
」
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に

「
共
生
」
の
名
に
相
応
し
い
「
生
物
多
様
性
の
創
出
」
で
あ
る
こ
と
を
明
白
に
し

た
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
「
棲
み
込
み
共
生
連
鎖
」
は
、
サ
ン
ゴ
礁
群
集
に

限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
陸
上
生
態
系
に
お
い
て
も
広
く
見
ら
れ
る
こ
と

を
、
二
〇
世
紀
前
半
の
古
典
的
研
究
を
引
用
す
る
な
ど
し
て
指
摘
し
た
。
他
の

研
究
者
に
よ
っ
て
、
森
林
を
中
心
に
陸
上
生
態
系
に
つ
い
て
も
棲
み
場
改
変
を

通
じ
た
多
様
性
創
出
の
研
究
が
進
ん
で
き
て
い
る
。

こ
の
視
点
は
、
捕
食
・
被
食
関
係
と
競
争
を
基
礎
に
置
い
た
欧
米
の
生
物
群

集
の
組
織
化
理
論
と
著
し
く
対
照
的
で
、
共
生
を
そ
の
基
礎
に
据
え
て
群
集
の

四
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組
織
化
を
説
明
す
る
も
の
で
、
生
態
学
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
転
換
さ
せ
る
も
の
で

あ
る
。
そ
の
理
論
は
競
争
概
念
中
心
の
欧
米
の
多
く
の
研
究
者
に
全
面
的
に
浸

透
し
た
と
は
言
い
難
い
が
、
徐
々
に
拡
が
っ
て
き
て
お
り
、
ま
た
生
態
系
構
築

技
術
の
概
念
な
ど
と
相
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。「
棲
み
込
み
連
鎖
」
理
論
が
、
今

後
と
も
切
磋
琢
磨
さ
れ
て
世
界
の
生
態
学
を
進
歩
さ
せ
る
こ
と
が
十
分
期
待
さ

れ
る
。

２
�
サ
ン
ゴ
礁
群
集
の
保
全
・
復
元
・
創
出
に
関
す
る
実
践
的
研
究

琉
球
列
島
で
は
、
近
年
オ
ニ
ヒ
ト
デ
の
大
発
生
や
海
水
温
の
上
昇
な
ど
に
よ

っ
て
、
サ
ン
ゴ
類
が
大
き
い
被
害
を
受
け
、
棲
み
場
構
造
が
崩
壊
し
て
棲
み
込

み
動
物
が
減
少
し
た
。
そ
の
結
果
、
種
多
様
性
の
減
少
や
生
物
生
産
性
の
低

下
・
水
中
景
観
の
著
し
い
劣
化
を
引
き
起
こ
し
、
幼
生
生
産
が
減
少
し
て
サ
ン

ゴ
群
集
の
回
復
が
遅
れ
て
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

西
平
氏
は
、
自
ら
提
唱
し
た
「
棲
み
込
み
共
生
連
鎖
」
を
理
論
的
背
景
に
、
サ

ン
ゴ
断
片
の
移
植
に
よ
っ
て
サ
ン
ゴ
群
集
総
体
を
回
復
さ
せ
る
べ
く
、
市
民
も

参
画
で
き
る
取
り
組
み
の
理
論
構
築
・
技
術
開
発
・
普
及
啓
発
・
保
全
活
動
を

実
践
し
て
い
る
。
と
く
に
、
従
来
の
多
く
の
移
植
法
が
や
や
観
念
的
で
、
動
物

と
し
て
の
サ
ン
ゴ
の
特
性
を
活
か
し
き
れ
て
い
な
い
ば
か
り
か
多
大
の
費
用
が

か
か
る
こ
と
に
鑑
み
、
安
価
・
安
全
か
つ
容
易
に
移
植
で
き
、
水
平
面
・
急
斜

面
・
垂
直
面
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
よ
い
結
果
の
得
ら
れ
る
方
法
を
開
発
し
て

き
た
。「
バ
ネ
法
」
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
岩
盤
上
に
横
に
置
か
れ
て
固
定
さ
れ

た
移
植
片
の
成
長
に
と
も
な
っ
て
、
棲
み
込
む
動
物
が
種
・
量
と
も
に
増
加

し
、
サ
ン
ゴ
群
集
総
体
が
住
み
込
み
連
鎖
の
進
行
に
よ
っ
て
確
実
に
回
復
し
、

水
中
景
観
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
を
実
証
し
た
。
こ
の
総
合
的
再
生
技
術
は
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
島
で
も
現
場
に
お
け
る
野
外
実
験
に
よ
っ
て
い
く
ら
か
の

変
更
を
加
え
て
実
施
さ
れ
、
極
め
て
よ
い
成
績
を
上
げ
て
お
り
、
驚
き
と
と
も

に
将
来
の
取
り
組
み
に
対
し
て
強
い
モ
テ
ィ
ベ
イ
シ
ョ
ン
を
喚
起
す
る
事
例
と

受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
事
業
は
、
漁
業
調
整
規
則
の
た
め
、
沖
縄
県
で
は
ま
だ
試
験
研

究
に
限
ら
れ
て
い
る
が
、
並
行
し
て
講
習
会
・
公
開
講
座
・
技
術
指
導
・
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
開
い
て
い
る
。
市
民
自
ら
サ
ン
ゴ
礁
群
集
の
修
復
と
管
理
に

取
り
組
み
、
保
全
・
再
生
の
重
要
性
と
技
術
を
学
び
、
さ
ら
に
、
再
生
し
た
群

集
を
多
面
的
に
活
用
し
て
、
そ
の
有
形
無
形
の
恵
み
を
享
受
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
、
環
境
保
全
に
関
わ
る
学
習
と
自
己
啓
発
の
支
援
を
進
め
て
い
る
。
そ
の

精
力
的
な
活
動
は
、
サ
ン
ゴ
礁
群
集
を
中
心
に
、
種
多
様
性
・
生
態
系
多
様
性

の
保
全
は
も
と
よ
り
、
環
境
や
景
観
の
保
全
と
再
生
の
基
礎
を
与
え
、
広
い
分

野
に
お
け
る
今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
仕

事
ぶ
り
は
、
少
な
く
と
も
沖
縄
県
で
は
一
般
市
民
に
も
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、

ま
た
全
国
的
に
も
、
生
物
保
全
・
自
然
保
護
関
係
者
の
称
賛
の
的
と
な
っ
て
い

る
。
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以
上
の
よ
う
に
、
西
平
守
孝
氏
の
「
棲
み
込
み
共
生
連
鎖
」
の
発
見
と
展
開

は
、
生
態
学
上
の
業
績
と
し
て
優
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
理
論
的
背
景
と
し
て
、

サ
ン
ゴ
礁
研
究
に
お
け
る
豊
富
な
経
験
と
学
識
を
も
と
に
取
り
組
ん
だ
サ
ン
ゴ

群
集
の
保
全
・
復
元
・
創
出
に
関
し
て
、
独
自
の
調
査
・
提
案
・
活
動
を
行
っ

て
き
た
実
践
的
研
究
も
、
種
保
全
と
自
然
保
護
の
業
績
と
し
て
優
れ
て
お
り
、

日
本
サ
ン
ゴ
礁
学
会
の
会
長
や
沖
縄
県
サ
ン
ゴ
礁
保
全
推
進
協
議
会
の
会
長
も

勤
め
て
、
サ
ン
ゴ
礁
の
保
全
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。
以
上

の
研
究
業
績
や
実
践
活
動
は
、
日
本
学
士
院
エ
ジ
ン
バ
ラ
公
賞
の
受
賞
者
と
し

て
相
応
し
い
。

主
要
な
著
書
及
び
論
文
の
目
録

学
術
論
文
等

N
ishihira,

M
.

1968.
B

rief
experim

ents
on

the
effect

of
algal

extracts
in

prom
oting

the
settlem

entof
the

larvae
of

C
oryne

uchidai
Stechow

(H
ydrozoa).B

ull.M
ar.

B
iol.Stn.A

sam
ushi,T

ohoku
U

niversity,13:91−
101.

N
ishihira,

M
.

1968.
D

ynam
ics

of
natural

populations
of

epiphytic
H

ydrozoa
w

ith

sepecial
reference

to
Sertularella

m
iurensis

Stechow
.

B
ull.

M
ar.

B
iol.

Stn
.

A
sam

ushi,T
ohoku

U
niversity,13:103−

124

T
suchiya,M

.&
N

ishihira,M
.1986.Islands
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M
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as
a

habitat
for

sm
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als:effectof

M
ytilus
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on
the

species
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of

the
associated

fauna
and
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m

unity
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M
ar.

E
col.

Prog.
Ser.,

31
:

171−
178.

N
ishihira,M

.1987.N
atural

and
hum

an
interference

w
ith

the
coral

reef
and

coastal

environm
ents

in
O

kinaw
a.G

alaxea,6:311−
321.

N
ishihira,

M
.

1993.
H

abitat
structure

and
biodiversity

in
the

coral
reef

areas:

E
cological

process
in

habitat
creation

and
com

m
unity

develpm
ent

on

m
icroatolls

of
the

m
assive

coral
P

orites
.

in
“

Sym
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:
E
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com
plexity

for
prom

oting
biodiversity”.B

iology
International(eds.K

aw
anabe,

H
.,O

hgushi,T
.and

H
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.),29:26−
29.

N
ishi,

E
.

&
N
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,

M
.

1994.
C

olony
form
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via

sexual
and

asexual

reproduction
in

Salm
acina

dysteri
H

uxley
(Polychaeta,Serpulidae).Z

ool.Sci.,

11:589−
595.

Y
am

ashiro,
H

.
&

N
ishihira,

M
.

1998.
E

xperim
ental

study
of

grow
th

and
asexual

reproduction
in

D
iaseris

distorta
(M

ichelin,1843),a
free-living

fungiid
coral.

J.E
xp.M

ar.B
iol.E

col.,225:253−
267.

Isom
ura,N

.
&

N
ishihira,

M
.

2001.
Size

variation
of

planulae
and

its
effect

on
the

life
tim

e
of

planulae
in

three
pocilloporid

corals.C
oralR

eefs,20:309−
315.

H
ata,

H
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&
N

ishihira,
M

.
2002.

T
erritorial

dam
selfish

enhances
m

ulti-species
co-

existence
of

foram
inifera

m
ediated

by
biotic

habitat
structuring.

J.
E

xp
.

M
ar.

B
iol.E

col.,270:215−
240.

N
anam

i,A
.&

N
ishihira,M

.2003.E
ffects

of
habitat

connectivity
on

the
abundance

and
species

richness
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coral
reef

ishes:
com

parison
of

an
experim

ental
habitat

established
ata

rocky
reef

flatand
ata

sandy
sea

bottom
.E

nv.B
iol.Fishes,68:

183−
196.

N
anam

i,A
.&

N
ishihira,M

.2004.M
icrohabitatassociation

and
tem

poralstability
in

reef
fish

assem
blages

on
m

assive
P

orites
m

icroatolls.Ichthyol.R
es.,51:

165−

171.
西
平
守
孝
、
二
〇
〇
六
、
伸
縮
性
素
材
を
用
い
た
サ
ン
ゴ
片
の
新
た
な
固
定
法
、
名
桜
大

総
研
紀
要
、(9):71−

75.

西
平
守
孝
、
二
〇
〇
七
、
沖
縄
島
南
部
具
志
頭
浜
海
岸
の
礁
池
に
お
け
る
移
植
サ
ン
ゴ
片

の
生
存
と
成
長
、
名
桜
大
総
研
紀
要
、(11):37−

46.
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大
中

晋
・
遠
藤
秀
文
・
西
平
守
孝
・
吉
井
一
郎
、
二
〇
〇
八
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け

る
大
規
模
サ
ン
ゴ
移
植
の
実
施
、
海
洋
開
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